
艶票顛
墳敵高専．あ痺れ三甜しト，柳ね頚体毛

棚l瑠せ七；比患い書も呈李鵬巳前玖

彗撃
吐LIlBウで苓カで乳もちもて適切～

骨廠瞳篭もし鵡叫γ！rど亨。重言

く日時＞　7月23日（月）は：lO～ほ；00（5～b棟疇）

く対象＞　生徒全員

く会場＞　寧日的教室　　　　しヽくれbて虎、

く講師＞　NP職人北海道倒しウ壱嶋貴葵氏

く内容（流れ）＞
T3：IO～I3：I5

I3：I5～I4：05

I4：05～I4：I5

I4：I5～I4；25

I4：25～I4：55

I4：55～I5：00

閉会～講師紹介

講演（50分間）

休憩

ワークシート・感想文（個別）

グルー7号イス椚けション

・ケル一つ発表

閉会～講師謝辞（生徒会長）

郷7．2Q埠瑞断

肋．倉
基盤脚嘲
碍鑑

いよいよ’あさ，ての中略．「毒物鶴．に

ついて瞥3：●ことをヒ訪もて． ことも考哀

噂隋が書物臥同所止敢乳が集束されます，

号こ乞本臥観qS碑に乙．頭の27と

利繕いしまも

♂揃アアトトに協他界敵いします。

＠恥70宇ねかシaγのた瑚郵紅し乙
功し－70軌托み傲t・します○

～HPより～　北海道ダルクよりメッセージ

北海道ダルクは2004年8月札幌市中央区で道内初
の「薬物依存リハビリ施設」として開設されました。
2006年4月に法人化となり、特定非営利活動法人
（NPO法人）として、グループホーム「リ・ボーンハウ
ス」と「北海道ダルク共同作業所」の二ヶ所の運営を
続けています。
ダルクの目的は薬物依存から回復したい仲間の手助
けをすることです。
どんな薬物依存者でもダルクのプログラムを実践して
いくことで必ず道は開けます。
相談業務は来所・電話ヰ紙・メール等で行っておりま
す。薬物依存者ご本人以外にも知人、家族、友人お
気軽にご相談ください。

→2006年度道立高校での薬物乱用防止教皇でのご
講演も多数経験されている方です。「当事者カウンセ
ラー」の視点から実体験を例に心に響くお話を伺える
と思います。

強め湯平
4繊鮎

掛当日は．範己両島続，乙

きた．会場恵贈（13…00」にはJヾし一和廊
の封甘3れ協力も崩しくみ軌・はす。


